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○

と
じ
て
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
市
報
と
お
か
ま
ち
は
家
庭
と
市
役
所
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す

心
お
き
な
く
水
遊
び
で
き
る
場
所
を

提
供
し
た
い
と
、
去
る
八
月
一
日
市

立
川
治
保
育
所
に
市
費
三
十
万
円
で

ブ
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
プ
：
ル
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
長
さ
八
灯
、
幅
四
層
、
深
さ
七
十

彩
の
も
の
で
一
度
に
四
十
人
の
こ
ど

も
を
収
容
で
ぎ
ま
す
。

　
年
次
計
画
で
プ

　
　
ー
ル
新
設

　
市
は
、
市
内
五
ヵ
所
の
市
立
保
育

所
の
う
ち
、
す
で
に
あ
る
市
立
十
日

町
保
育
所
と
こ
と
し
つ
く
っ
た
川
治

保
育
所
を
除
い
た
他
の
三
ヵ
所
の
保

育
所
に
ブ
！
ル
を
年
次
計
画
で
つ
く

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

○

保
育
所
（
川
治
）
に
プ
遭
ル
新
設

旦
覇

占
麗
量
7

謬
｝
講
　

μ
盈
．

団
8
鱒
廓
鰯
ロ
　
響
9

　
市
は
夏
の
間
、
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
水
遊

び
で
き
る
場
所
を
．
：
…
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
ほ

ど
川
治
保
育
所
に
プ
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
の
な
い
他
の
保
育
所
も
年
次
計
画
で
プ

ー
ル
を
つ
く
る
計
画
で
す
。

夏の日の楽しい
水遊び（川治保
育所ブールで）

　
ふ
だ
ん
か
ら
、
保
育
所
な
ど
の
小

さ
い
お
子
さ
ん
た
ち
に
、
手
軽
る
に

水
遊
び
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
近

く
に
適
当
な
施
設
が
な
く
、
お
母
さ

ん
方
か
ら
こ
う
い
う
施
設
を
ー
1
と

い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
み
な
さ
ん
の

要
望
と
、
夏
の
間
こ
ど
も
た
ち
が

建設すすむ学校プール

ことしは東下組小学校に

市は学校プールの建設に力を入れています

が、このほど東下組小学校にビニールプー

ルを建設。去る7月22日しゅん工式を行な

いました。いままで東下組小学校のこども

たちは下条小学校プールを利用していまし

たが、自分達のブールができ、思いっぎり

泳ぎを楽しんでいます。

東下組小プールは総工費363万円で長さ20

㍍、幅8㍍のピニールプールと給水工事を

行ないました。

蓬
織

騒
鞭

津
南
町
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

雌
日
馳
広
域
事
務
組
合
で
着
工

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
業

の
ひ
と
つ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
工

事
請
負
契
約
は
、
去
る
七
月
二
十
一

日
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会
（
議
長
石
坂
正
隆
）
で
同
意
さ

れ
、
総
工
事
費
八
千
万
円
で
七
月
二

十
五
日
着
工
。
昭
和
四
十
八
年
四
月

末
日
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
ン
は
五
月
一
日
の
予
定
、

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
津
南
期
芦

ヶ
崎
中
津
川
橋
近
く
に
つ
く
り
ま
す

　
温
泉
利
用
の
総
合

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

馨
垂
灘
灘

建
で
、
延
面
積
千
三
百
十
四
・
八
二

平
方
耕
の
近
代
的
な
も
の
で
、
収
容

人
員
は
百
五
十
人
が
予
定
さ
れ
、
全

館
暖
房
付
の
予
定
で
す
。

　
館
内
は
、
温
泉
利
用
の
身
体
障
害

者
機
能
回
復
室
、
健
康
管
埋
室
、
舞

台
付
き
の
百
二
十
畳
の
大
広
間
、
五

十
畳
の
い
こ
い
室
、
集
会
室
、
会
議

室
、
浴
室
、
資
料
室
兼
図
書
室
、
事

務
室
、
ロ
ビ
ー
等
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
老
人

の
福
祉
対
策
を
主
体
に
し
、
温
泉
利

用
の
身
体
障
害
者
機
能
回
復
施
設
や

健
康
相
談
室
、
老
人
い
こ
い
室
、
ク

ラ
ゾ
活
動
室
を
設
け
、
老
人
、
婦
人

を
対
象
に
圏
域
内
（
十
日
町
市
、
川

西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
）
の
総
合

的
な
社
会
福
祉
の
向
上
を
は
か
ろ
う

と
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
ま
す
。

（
完
成
予
想
図
は
池
田
設
計
提
供
）

　
　
　
　
　
　
球
鋤
㎜

　
　
禰瓢
纏

　
し
よ

　
な
お
　
　
　
　
　
｛
総

　
ぶ
　
あ

　
　
　
　
％

　
　
　
　
燐
吟
㎜

国
道
　
　
　
七
号
線

総合福祉センター

　　　　至
　　　　　　　　　　　タ●
　　　　芦　　　　　　　営ク
　　　　ケ　　　　　　　　業シ
　　　　崎　　　　　　　所1

濃瀞ボ蓬＾甫欝．ミ澱一
大割野

至見玉

総合福祉セ．ンターの

位　置　図

老
人
い
こ
い
の
家
用
地
を
買
収

　
市
は
、
老
人
福
祉
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
の

お
と
し
よ
り
の
み
な
さ
ん
が
、
お
気
軽
に
集
ま
る
施
設

老
人
い
こ
い
の
家
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
四
ッ
宮
公
園
児
童
遊
園
地
（
市
内
本
町
六
丁
目
）

隣
り
に
、
六
百
六
十
平
方
㌶
の
敷
地
を
買
収
し
ま
し
た

　
老
人
い
こ
い
の
家
の
内
部
は
、
集
会
室
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ソ
室
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
、
相
談
室
、

休
養
室
等
が
設
け
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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夏は子どもの非行化、水難事故、花火

事故・交通事故、伝染病、食中毒など

が多発する時期です。この夏を健康で

快適に過ごすため、いくつかのポイン

トをまとめてみました。このことに．つ

いて、親子で話し合ってみてください

　
こ
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
も
も
う
半

分
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
海
や
山
に
行
っ
て
き

た
人
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
出
か
け

篭
建
康
㍗
桑
じ
《

　
　
　
　
　
る
人
も
あ
る
か
と
思
い

　
　
　
　
　
ま
す
が
、
夏
休
み
中
は

　
　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

　
　
　
　
　
る
み
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

　
　
　
　
　
事
故
が
お
こ
り
や
す
い

　
　
　
　
　
季
節
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
残
さ
れ
た

　
　
　
　
　
夏
休
み
期
間
中
、
学
校

　
　
　
　
　
か
ら
解
放
さ
れ
気
が
ゆ

　
　
　
　
　
る
み
が
ち
な
こ
ど
も
た

ち
を
非
行
化
や
事
故
か
ら
守
り
、
元

気
な
姿
で
新
学
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

水
難
事
故
に
．
こ
注
意

　
暑
い
時
期
で
す
の
で
水
遊
び
な
ど

で
川
や
池
な
ど
の
危
険
な
箇
所
に
近

寄
ら
せ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。喫

煙
や
飲
酒
を
し
て

い
ま
せ
ん
か

　
未
成
年
の
喫
煙
や
飲
酒
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以

上
に
非
行
化
に
つ
な
が
る
一
因
と
も

な
っ
て
い
ま
す
、
ま
た
シ
ソ
ナ
ー
類

を
必
要
以
上
に
買
入
れ
た
り
、
陶
酔

し
て
い
る
こ
ど
も
は
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
シ
ソ
ナ
ー
に
よ
る
死
亡
事

故
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で

い
ま
せ
ん
か

　
こ
れ
も
非
行
化
の
一
因
で
す
。
夕

食
は
家
族
全
員
で
取
れ
る
よ
う
、
ま

た
機
会
あ
る
ご
と
に
家
族
だ
ん
ら
ん

の
場
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

親の無関心は

非行化へのチャンスです

非
脅

攣〃

無
肉
Ψ

⑪　
　
0
　
0

1

D“＜
ぺ“

交
通
事
故
防
止
を

　
夏
は
交
通
事
故
の
多
い
季
節
で
す

市
は
毎
週
金
曜
日
を
交
通
事
故
無
事

故
デ
ー
と
定
め
、
南
民
総
ぐ
る
み
の

交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
交

通
事
故
防
止
の
た
め
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　｛

　　　　　　　藤　　　　　叢　　　の　　纒雑
　
花
火
は
正
し
く
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
と

か
く
お
盆
や
お
祭
り
な

ど
は
花
火
の
使
用
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
正
し
く
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

一
、
平
玉
巻
玉
を
ほ
ぐ

o　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　田　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　障　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　胃　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　酌　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　繭　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　曽　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一　一
『

■
き
ま
り
よ
い
生
活
を

　
夏
休
み
は
こ
ど
も
た

ち
が
自
分
で
生
活
設
計

を
た
て
る
大
切
な
時
期

で
す
。
学
校
か
ら
出
て

い
る
「
休
み
中
の
く
ら

し
方
」
の
指
針
を
通
し

て
、
こ
ど
も
た
ち
が
き

ま
り
ょ
い
生
活
を
お
く

っ
て
い
る
か
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

　
特
に
つ
ぎ
に
あ
げ
る

点
に
つ
い
て
こ
ど
も
さ

ん
方
と
よ
く
話
し
合
わ

れ
て
残
さ
れ
た
夏
休
み

を
有
意
義
に
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
早
起
き
、
早
寝
の
習
慣
が
つ
き

　
ま
し
た
か
．

二
、
朝
の
涼
し
い
う
ち
に
勉
強
し
、

　
進
ん
で
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

　
す
か
。

三
、
こ
ど
も
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が

　
自
分
の
め
あ
て
に
向
っ
て
努
力
し

　
て
い
ま
す
か
。

四
、
外
出
の
際
は
必
ず
行
先
、
帰
宅

　
時
間
を
家
の
人
に
つ
げ
て
い
る
で

　
し
ょ
う
か
。

五
、
暑
さ
に
負
け
ず
積
極
的
に
体
力

　
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
か
。

こ
と
し
七
月
ま
で
に
市
内
に
発
生
し
た
伝
染
病
患
者

は
赤
痢
一
名
、
腸
チ
フ
ス

い
ま
す
o

　
夏
の
伝
染
病
や
食
中
毒
の
防
止
は
、

ず
調
理
前
と
用
便
後
の
手
洗
い
の
励
行

で
す
o

　
ま
た
食
品
は
な
る
べ
く
加
熱
し
、
調

理
場
は
清
潔
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
　、、り

一
名
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
ま

　欄㎜◆鱒携
伝禦魏i
　　　　　　励行力
i病キン‘まロから入る1

水
難
防
止
に
サ

；繭蹴冒孤雛

イ
レ
ン
吹
鳴

鉱

増
水
し
た
ら
早
め
に
退

避
を

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
は
ダ
ム
か
ら

水
を
放
流
す
る
と
き
、
信
濃
川
沿
岸

の
警
報
用
サ
イ
レ
ソ
を
吹
鳴
し
ま
す

か
ら
い
ち
早
く
退
避
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

∩

惣ン腰食ぺ欝う

！
繍～o

　
養
成
訓
練
生
を

　
募
集

　
新
潟
、
上
越
、
柏
崎
、
三
条
、
十

日
町
及
び
魚
沼
の
県
立
専
修
職
業
訓

練
校
で
は
、
四
十
八
年
四
月
入
校
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
専
修

職
業
訓
練
校
（
電
話
②
一
二
一
七

番
）
も
し
く
は
市
商
工
課
、
市
農
業

委
員
会
（
電
話
⑦
三
一
二
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
＝
＝
瞬
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
臼
＝
＝
騨
＝
＝
一
一
＝
＝
亀
累
，
3
＝
＝
＝
3
一
＝
＝
一
＝
隔
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
顧
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
鱒
＝
＝
≡
ロ
＝
＝
日
＝
＝
一
＝
＝
鱒
＝
＝
＝
＝
偶
＝
＝
偏
＝
一
＝
齢
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
贈
＝
肖
＝
賜
＝
聞
＝
＝
＝
＝
”
＝
＝
≡
＝
＝
椰
＝
＝
≡
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
幅
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
騨
＝
哺
＝
＝
一
＝
『
＝
＝
＝
…

　
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
火
薬
の
結
合
で

　
爆
発
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

二
、
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

　
を
つ
け
な
い
，

三
、
花
火
を
人
家
に
む
け
た
り
、
燃

　
え
や
す
い
物
が
あ
る
場
所
で
遊
ば

　
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
風
の
強
い
日
は
花
火
遊
び
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

五
，
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
筒
物

　
花
火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒

　
を
の
ぞ
か
な
い
。

　
市
内
に
働
く
青
少
年
が
余
暇
と
休

日
を
楽
し
く
過
ご
し
、
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
の
み

な
費
ん
の

ご
家
庭
の

ご
み
は
も

え
る
ご
み

と
も
え
な

い
ご
み
に

区
分
し
、

収
集
日
を

定
め
て
処

理
し
て
い

ま
す
が
．

夏
は
季
節

的
に
も
ス

イ
カ
、
枝

豆
な
ど
水
分
の
多
い
ご
み
が
多
く
だ

さ
れ
て
お
り
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え

な
い
ご
み
（
危
険
物
）
を
区
分
し
な

い
で
出
す
人
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
処
理
す
る
と
焼
却
炉
を
損
耗
す
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
燃
え
る

ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
は
き
め
ら
れ

た
日
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
き
め
ら
れ
た
日
以
外
に
出
す

人
を
見
た
と
き
に
は
注
意
の
ひ
と
声

を
か
け
て
や
る
な
ど
、
ご
み
収
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
に
ポ
リ
袋
等
に
入
れ
、
不
燃
物

と
可
燃
物
に
区
分
し
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
（
ご
み
は
ポ
リ
パ
ケ

ツ
容
器
の
ま
ま
だ
さ
な
い
）

二
、
ご
み
の
収
集
日
は
町
内
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
（
ご
み
を
前
夜
の
う

ち
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
出
す
と
犬
や

猫
が
食
い
ち
ら
か
し
収
集
に
支
障
を

き
た
す
）

三
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
た
ご
み
は
固
く

口
を
し
ば
り
水
を
切
っ
て
出
す
。

四
、
川
な
ど
に
ご
み
を
絶
対
す
て
な

い
Q

シス

騒

並
、ヒ『

、
．
、
ヒ

、
タ
レ

正
し
い
ご
み
の
出
し
方

一
、
ご
み
は
収
集
当
日
の
午
前
九
時

　
多
量
の
ご
み
は
市
の

　
指
定
の
場
所
へ

　
運
搬
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
市

の
指
定
す
る
場
所
に
搬
入
し
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
六
月
開
か
れ
た
市
議
会
第
二

回
定
例
会
で
継
続
審
議
と
さ
れ
た

「
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
」
は
社
会
経
済
委
員
会
で

慎
重
に
審
議
が
つ
づ
け
ら
れ
次
期
議

会
で
あ
ら
た
め
て
全
体
審
議
が
お
こ

な
わ
れ
る
見
通
し
で
す
。

ゆくえ不明人をさがす相談漸開設

十日町警察署は8月中「ゆくえ不

明の人をさがす相談所」を開設し

ました。

家出等で消息が知れずお困りの方

はご相談ください。　（電2－3171番）

蔵集

市
は
昭
和
四
十
三
年
に
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
市
内
学
校
町
）
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
現
在
こ
こ
に
は
一
日

　
　
　
　
　
八
十
人
の
青
少
年
が
グ

　
　
　
　
　
ル
ー
プ
活
動
や
レ
ク
リ

　
　
　
　
　
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
相

爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

談
な
ど
で
利
用
し
て
お

り
ま
す
。

　
勤
労
青
少
年
で
ま
だ

こ
の
施
設
を
利
用
し
て

い
な
い
方
は
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
で
き
る
人

　
市
内
に
在
勤
、
在
住

す
る
二
十
五
才
以
下
の

勤
労
青
少
年
で
登
録
を

し
て
利
用
証
を
う
け
れ

ば
誰
で
も
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
希
望
老
は
、
ホ
！
ム

利
用
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
き
、
ホ
ー
ム
の

受
付
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ホ
ー
ム
利
用
方
法

　
個
人
利
用
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
ホ

ー
ム
主
催
の
行
事
に
参
加
で
き
ま
す

　
開
館
時
間
等

　
平
日
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午

後
九
時
三
十
分
ま
で
（
日
曜
、
祝
日

は
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
九
時
三
十

分
）
休
館
日
は
毎
週
金
曜
日
と
国
民

の
祝
日
の
翌
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一441一
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じ

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
八
月
二
十
日
ま
で
県
下
い
っ
せ
い
に
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
一

　
　
　
　
　
　
を
実
施
中
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

遺
ぷ
鱗
辮
鞭
灘
購
防
欝
畿
壁

　
　
　
　
　
　
増
強
に
も
か
か
わ
ら
ず
ふ
え
る
閣
方
で
す
。
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
い
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
運
転
者
、
歩
行
者
と
も
交
通
マ
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
ナ
ー
を
守
り
、
お
互
い
が
注
意
す
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こ
と
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。
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の
尊
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の
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力
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ら
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か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
け
て
街
頭
指
導
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
れ
置
、
交
通
安
全
教
室
の
開
設
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
し
標
識
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
導
親
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
指
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
通
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
交
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
に
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
的
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
発
通

　
交
通
事
故
は
ふ
え
る
一
方
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
、
ゆ
だ
ん
か
ら
悲
惨
な

事
故
が
お
き
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
事
故
を
み
て
み
ま
す
と
、

昨
年
は
二
百
五
件
が
発
生
、
十
人
が

死
亡
、
二
百
五
十
人
が
ヶ
ガ
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
こ
と
し
は
一
月
か
ら

六
月
ま
で
の
間
に
九
十
一
件
が
発

生
、
前
年
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
す

で
に
十
二
・
三
パ
ー
セ
ソ
ト
の
増
と

い
う
記
録
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
事
故
を
原
因
別
に
み
ま
す
と
、
徐

行
し
な
い
、
不
注
意
な
追
越
し
と
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
脇
見
運
転
、

車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
と
び
だ
し

な
ど
が
ト
ッ
プ
を
し
め
て
お
り
、
市

交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春
日
市

長
）
で
も
「
運
転
者
は
交
通
規
制
を

守
り
、
車
間
距
離
を
十
分
に
、
む
ち

ゃ
な
運
転
を
し
な
い
。
幼
い
命
を
交

通
戦
争
か
ら
守
る
に
は
、
ま
ず
家
庭

で
道
路
の
歩
き
方
や
交
通
の
き
ま
り

を
じ
っ
く
り
教
え
て
や
る
こ
と
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
絶
滅
が

夢
物
語
に
終
ら
な
い
よ
う
み
ん
な
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

国
道
脚
“
七
号
線
の

事
故
が
五
割

　
道
路
別
の
事
故
発
生
状
況
で
は
、

国
道
一
一
七
号
線
の
事
故
が
最
も
多

く
五
十
パ
！
セ
ン
ト
を
し
め
、
つ
い

で
市
道
、
国
道
二
五
三
、
二
五
二
号

線
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
イ
ク
は

　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
五
月
一
日
か
ら
自
動
二
輪
を
運
転

す
る
者
ま
た
同
乗
す
る
も
の
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
か
ぶ
ら
な
い
で
運
転
す
る
者

が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
身
の
安
全

の
た
め
是
非
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

金
曜
日
は
無
事
故
デ
ー

　
市
で
は
毎
週
金
曜
日
を
交
通
無
事

故
デ
ー
と
定
め
交
通
パ
ト
ロ
！
ル
、

　
　
　
　
交
通
安
全
指
導
所
の
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路

　
　
　
道
路
標
示
等
の
整
備
点
検
を

　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
交
通
事

故
は
運
転
者
と
歩
行
者
が
心
を
ひ
と

つ
に
し
た
市
民
ぐ
る
み
の
運
動
で
な

け
れ
ば
目
的
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
さ
ら
に
各
町
内
単

位
に
交
通
モ
ニ
タ
ー
、
若
し
く
は
交

通
安
全
推
進
員
を
設
置
し
て
住
民
組

織
を
強
化
す
る
計
画
を
進
め
る
一
方

小
中
高
校
生
及
び
一
般
住
民
か
ら

「
交
通
事
故
は
ど
う
し
た
ら
無
く
せ

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
論
文
を
募

集
し
、
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
を
強

化
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

掛
金
ひ
と
り
ロ

日
繭
円
で

大
き
な
保
障

　
も
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
て
も
私

だ
け
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
と
い
う
保
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
交
通
災
害
共
済

組
合
で
は
、
万
一
事
故
に
あ
っ
た
と

き
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
家
族
の

負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
る
く
し
て
あ

げ
る
目
的
で
交
通
災
害
共
済
の
加
入

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
手
続
き

　
資
格
は
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
な

ら
年
令
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま

す
。
会
費
は
一
人
年
額
三
百
五
十
円

で
す
。
　
（
中
途
加
入
も
年
額
三
百
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

十
円
）

　
共
済
期
間
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら

翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

（
中
途
加
入
者
も
翌
年
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
）

　
見
舞
金
は
最
高
五
十

　
万
円

　
災
害
を
う
け
た
場
合
、
見
舞
金
の

最
高
は
死
亡
の
五
十
万
円
か
ら
最
低

は
五
千
円
と
災
害
の
程
度
に
よ
り
異

っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
市
環
境
開
発
課

（
電
語
七
－
⊥
一
二
一
一
番
）
ま
で
。

　　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　籍

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　騙

七
月
の
交
通
事
故
件
数
は
二
十
二
件

　
十
日
町
警
察
署
管
内
の
七
月
の
交

通
事
故
件
数
は
二
十
二
件
で
昨
年
同

期
に
く
ら
べ
三
十
五
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
特
に
昨
年
は
悲
惨
な
死
亡
者
が
三

人
で
し
た
が
、
こ
と
し
の
七
月
は
で

交通安全県宣言10周年記念県民大会

去る7月10日交通安全県宣言ゆ周年記念県民大

会が新潟県民会館で開催され、つぎの決議がな

されました。またこの大会の席上交通安全功労

者として本市で石坂賢次氏、岩田七郎氏ほか16

名のみなさんが表彰されました。

さらに交通安全作文として下条小3年山田秀幸

君が優秀賞に、交通安全ポスターに下条小2年

村山美代子さんが佳作に入賞しました。

て
お
り
ま
せ
ん
．
、

　
し
か
し
夏
休
み
も
終
り
新
学
期
が

は
じ
ま
る
九
月
は
一
年
中
で
最
も
事

故
の
多
い
月
で
す
。
こ
ど
も
を
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

交通無事故デー（本町三）

交
通
事
故
絶
滅
を

　
　
　
市
長
春
日
由
三

市
内
で
も
昨
年
は
毎
月
ひ
と
り
が
死
亡
、

毎
日
ひ
と
り
が
負
傷
す
る
と
い
う
い
た
ま

し
い
事
故
が
続
き
ま
し
た
。

人
の
生
命
は
何
に
も
の
に
も
か
え
が
た
い
尊
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
は
人
の
力
に
よ
っ
て
絶
滅
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
災
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
市
民
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
を
絶
滅
さ
せ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

9ブレーキに頼るな！

道路がぬれたら、まず滑るものと覚悟しな

さい。雨の日に、急ブレ「一キで助かったた

めしはない。こんなことと知りすぎていな

がら、失敗するのは、っまり腕が鈍いとい

うこと。ブレーキは早めに、3～4回にわ

けて使うことを知っているか？

．灘’灘

…一…
．

一
…
…瓦

～君の

o
、
笙

　
0

漁
◎

9〃4レ

　　　　　　決　　　議

　急速な自動車時代の到来は、われわれの生活を豊か

に、かっ、利便なものとしながらも、悲惨な交通事故

は年々その記録を更新し、県民多数にその犠牲を強い

ている。

　今ほど切実にわれわれがこの命題について、解決を

せまられているときはない・

　ここに、交通安全県宣言10周年を迎えるに当たり、

われわれ新潟県民は、あらためて、人命が何ものにも

かえがたく、かっ、交通事故が人力によって防ぎ得る

ものであるとの認識に立ち、交通道徳を守り、規則に

従い、県民ひとりひとりの自覚と責任において交通事

故の撃滅を誓い合おう。

　　以上決議する。

　　　　昭和47年7月10日

川ジ台小がノ、位に

自転車の安全な乗り方
コンテスト関東大会

交通制限のおしらせ　国道252号線嘉勝地内道

路工事のため、8月20日から9月20日まで交通
止めとなります。ただし、6，30～7．30、　12．00

～13．00、17．30～18．30は交通開放

8月2日東京体育館で行なわれた自転車の

安全な乗り方コンテストに川治小学校が県

代表として出

場。関東全県

甲信越22チー

ム中8位に入

賞しました。

この大会は自

転車の安全な

乗り方及び交

通知識の向上

をねらいとし

ています、

　
　
　
町

　
　
　
田

　
　
　
代

　
　
　
千
で

　
　
　
、
ま

　
　
　
島
日

限
内
－

　
　
　
市
3

制
止
翫

　
行
西
～

通
通
町
日

　
　
　
本
1

交
謬

　
容
置
間

　
内
　
限
　
制
位
期

通止

所

十日町市役所・十日町警察署
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蘇
●●

》

膨
．
．
．
“

年度決算
総額23億2，895万円

〔諸そ 2市 県 1繰 2国

億 7支 億庫

収の 8債

3
6出
1金

繋8

4支
9出

4 6 3 1金
入他

o A 6 9
2億9605

13％

A
I
2
％
）

3
％
》
　
聾

A
7
％
》

A
l

l
％
｝

23億2895万円 （単位 万円）

鞭

わたしたちのまち十日町

は明るく住みよい産業都

市としてたくましい発展

をつづけています。

1億5071万円（うち繰越事業976万円）

会計）

出額

＼
無
騰
、
．

24万円

鰹鐵繋
　　　縫慧鋤雛蓬覇

一
’
溝

1
勝
』
嚢

　　　　選鞭翻

・鞭轄縁

　　　　　　叢雛

鞍犠羅講趨

十日町スキー場建設事業4598万円

学校用地買収（東小ほか）6199万円

　プール建設事業（十日町・．卜、飛一小、

　　　　　　　　　南中）1740万円

　　　　　　川治小増築事業3536万円

　　　　　津池冬期分校新築事業456万円

　　　　　　　柔剣道練習場改造144万円

　　甑

　　　顧’、　　　　　撒水車1台購入270万円
　　　　／へき地患者輸送剃台購入12σ5円

　　　　　公害防止施設水質検査所
　　　　　　　　　　　　設章補助100万円
　　藝％　伝染病舎新築事業負担金498万円

雛

藻

嚢
蕃
募

慈

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
財
政
の
お
し
ら
せ
は
、
五
万
市
民
の
家
計

簿
で
す
。

　
内
容
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
四
十
六
年
度
決
算
と
四
十

七
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
計
簿
を
み
る
つ
も
り
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
歳
入
総
額
二
十
三
億
二
千
八
百
九
十
五
万
円
に
対
し
歳
出
総
額
二
十
一
億
七
千
八

百
二
十
四
万
円
で
一
億
五
千
七
十
一
万
円
を
四
十
七
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
な
か
に
は
繰
越
事
業
が
九
百
七
十
六
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際

の
繰
越
額
は
一
億
四
千
九
＋
五
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
・
表

　
な
お
最
終
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
歳
入
は
五
千
八
百
三
十
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
　
析

た
・
こ
の
主
な
原
因
は
市
税
千
七
百
士
二
万
円
、
地
方
交
付
税
二
千
九
百
七
＋
七
万
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

円
、
国
県
支
出
金
三
百
七
十
九
万
円
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
男

歳
出
で
は
総
務
費
六
百
六
＋
五
万
円
民
生
費
二
千
九
百
七
＋
七
万
円
・
土
木
費
質

三
千
百
三
十
三
万
円
教
育
費
千
八
百
八
十
四
万
円
等
の
支
出
減
に
な
り
ま
し
た
が
性

こ
れ
は
少
雪
に
よ
る
除
雪
経
費
が
不
要
に
な
つ
た
こ
と
や
四
十
七
年
度
へ
の
事
業
繰

越
分
が
約
千
万
円
あ
つ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
謬
…
』
睡
L
P
　
　
　
』
葺
酵
　
　
』
　
』
匿

籔
、
　
　
・
齢

　
　
　
　
　
　
霧
灘

購　
嚢
態

投資的事業費　　　人件費　　物件費　扶助費

8億1627万円

　　37％

5億5719万円

　　26％

2億3799

　万円

l　I％

2億1803

　万円

10％

公債費1億脇万円5％

補助費8158万円4％

市債の状況　　　その他1億5閥3万円7％

市債は借金のことです。この借入れ先は大蔵省59％、郵政省19％、

市中金融機関12％、残りは県貸付金、その他となっています。

防火水槽、火の見やぐら器具

　　　　　　置場建設593万円

靴
7

　
　
　
　
　
④
4
爆

　
　
　
　
　
　
畷

1世帯当り
市税負担額

騒
葵

講

茎

藩

懸
　
撰
　
馨

　　　　馨1人当り
市税負担額　嚢鰹鰻

　　　　贈

13，486円

61，502円

欝　
葦

目　的別
9億8029万円　　100％

教　育　費

3億5039万円

　　36％

市　庁　舎

市民会館債

2億3532万円

　　24％

土木債
¢
臆 4285万

　14％

厚生福祉債
6449力円7％

㌧
寸．
、
、

■
〕
こ

8％その他
　　6435万円6％

　　　　簡易水道賃
　　　　7495万円

市税の状況

災害債
4794万円5％

　’一ぐ・、N

，聡、
2鉛

三
億
千
四
百
卜
九
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
民
税
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曳
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1
マ
ミ
・
♪
1
マ
な
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　　月
　　別
　　歳
　　入
　　歳
　　出
　　額
　　累
　　積
　　表

六
千

歳

二
億
二
千
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二
十
万
円
固
定
資
産
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7
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5
4
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3
0
～
I
I
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き
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、

た
ば
こ
消
費
税

　四
・百・’～、
、　、f・・

’”九・

　十

　八
　万
　円

電
崖
　
　
　 ．‘

夙　きふ1八‘
十認
万’

円

、　、

“1

そ
の
　
　勾
他
　
、ミ噴

●．　　　酢、
、『

ガ
ス
税

の
税

‘’

饗

特別会計

4794万円5％

会計名i 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険 3億9491万円 3億5993万円 3498万円

直営診療所 1778万円 3507万円 △1729万円

簡易水道 3441万円 3026万円 415万円

と　畜　場 139万円 42万円 97万円

計 4億4849万円 4億2568万円 2矧万円
転

ダ
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麟
　
ロ
　
し

　
ロ
　
騰

　
撒
　
鱗
　
灘
　
㈱

　
齢癖 ．鑛灘i，，

閣
当初予算 21億1772万円

般
6月末予算 21億6993万円

△
π

計 収入済額 7億2587万円

支出済額　4億395万円
収入率 33％

執行率 19％

上半期歳入

灘瓢

　　　　　　　市債　　　　玉県支出金　　　　　そ　の　他
　　　　　　　1億961　　　　　　　　　　　繰越金　　　　　3億4896万　諸収入
　　　　　　万円　　　 その他
　　　　　　　　g％　　3億789万円

市税　16％　　膓
6億9198万円　　　　　　　　　　　　　　　地方交付税

　　　　　　　　　　　　　　6億2500万円　32％　　 歳　入
　　　　　　　　　　　　　　　　29％

21億6993万円

一般会計

特別会計

ゐ
胃
ー

昭和46

上半期歳出 総額　21億6993万円

教　育　費　』
附
豆
略
3
億9725万円

　18％

総　務　費

d・つ・遡　・
』のじ，．つ

P　　　．　・ρ
●

民　生　費

　み蜘1

3億8600万円

　18％

つ
が
◎o
ρ
o

　　土木費5　　　身

　◎．。

2億5940万円

　12％

4億4582万円

　21％

衛　生　費

　鼻
鹸．

1億5533万円

　7％

商工費
　　ノ

公　債　費

　、㈲

1億4818万円

　7％

農林水産費

旗需
1億1955万円

　5％

爺靡並・

　1億189万円

　5％

長

消防費 そ　の　他

◎
　6579万円
　3％

　　嶋　　戸
　　即
　　oo
鵡ヂG
　9072万円
　　4％

市税分析表（単位万円） 性質別分析表（単位万円）

電気ガス税
4083（6％）1

たばこ消費税

6834（10％）
補
助
費
等
7
5
5
2
（
4
％
）

貸
付
金
8
2
6
1
（
4
％
）

その他18362（4％）

公債費臆4817（7％）

扶助費

2億4695（l　l％）

物件費

2億6274
（12％）

人件費

5億6786

（26％）

投資的事業費

　7億246

（32％）

21億6993万円（100％）

　
甜
金
会
お
般
た
↑b

晶‘

市

税

6億7215

29％

地
方
交
付
税

5億9364

25％

歳入

糞

灘　
灘

そ
の
他
3
5
8
5
（
5
％

固定資産税

2億4786

（36％）

市町村民税

2億991Q

（43％）

6億9198万円（100％）

特別会計予算の状況

瀞

鞭　
灘

　
　
　
灘

灘灘

灘
購
灘
灘

　
　
　
　
　
睡
轟
麗
藝

額
円
）
額

誇
講
越

難
醗
繰

鷺
伊
度

　
　
　
　
年

漕
翌

保育所、幼稚園増改築
事業補助（私立）

　428万円 縢－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩．驚

　　　　　　　　221万円
産地構造改善事業補助217万円

魚沼スカイライン開発負担金

　　　　　　　ll6万円

土地基盤整備事業補助1604万円

林業構造改善事業
（林道南鐙坂線開設ほか）1218万円

壮蚕共同飼育施設事業補助

　　　　　　　　210万円

揚

嚢　髪

主なもの

市民会館建設
（2か年継続

　　最終年度）

　1億9442万円
　交通安全施設費
　　　　lO96万円

市有財産の状況

　102，086㎡　　　　　　14，693，034㎡

擁

吻
四

ノ↓
》

四

難

会　　計　　名 予　算　額 比　　率

国民健康保険 4億1438万円 90％

直　営　診　療　所 2131万円 4％

簡　　易　水　　道 2661万円 6％

と　　　畜　　　場 20万円 一

計 4億6250万円 100％

（一般

総支

21億78

・　㈱

基金公社債　　　　建物 土地

一444一
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例
年
夏
に
な
り
ま
す

と
水
道
の
利
用
が
多
く

な
り
ま
す
。
十
日
町
小

学
校
の
良
い
子
た
ち
は

こ
の
ほ
ど
市
水
道
課
と

上
水
道
の
水
源
地
を
お

と
ず
れ
、
藤
田
水
道
課

長
か
ら
水
道
の
で
き
る

ま
で
に
つ
い
て
説
明
を

う
け
ま
し
た
。

　
市
の
水
道
は
第
一
水
源
か
ら

第
四
水
源
ま
で
四
本
の
井
戸
が

あ
り
、
お
も
に
信
濃
川
の
伏
流

水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
水
質
が
非
常
に
よ
く
日

本
三
大
艮
水
の
ひ
と
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
で
お
い

し
し
水
を
有
効
に
し
か
も
た
っ

。

ぶ
り
と
お
使
い
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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水道の水源地をおとずれた
十日町小学校の良い子たち

縮
市
民
プ
ー
ル
の
雀
ハ
イ
分

　
　
　
　
　
－
上
水
道
の
給
水
能
力
1

　
四
本
の
井
戸
か
ら
取
水
す
る

水
は
一
日
一
万
六
千
立
方
膀
の

能
力
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

市
民
プ
ー
ル
の
十
ニ
ハ
イ
分
に

相
当
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
一
人
一
日
五
百
悩

（
ド
ラ
ム
罐
に
換
算
す
る
と
二

本
半
）
の
需
要
を
見
込
ん
で
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
最
近
問
題
に
な
っ
て
い

る
工
場
排
水
、
家
庭
下
水
は
水

道
の
水
源
井
等
に
無
縁
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
毎
月
定
期
的

な
水
質
検
査
、
化
学
検
査
を
行

な
い
、
き
れ
い
な
水
の
確
保
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
配
水
管
の
布
設
や
道
路
改
良

に
と
も
な
う
布
設
が
え
工
事
等

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
断
水

や
濁
り
水
等
が
生
じ
、
み
な
さ

ん
に
．
こ
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

オ2

ぷヲ

老

、藤麹蕎霧　’・曜
い哩圏　　産魎
①浄水送水施設　水源地は水道の水をつくる工場で
　す。ここでは井戸から水をくみあげ配水池へ送り出

　します．この作業の間に殺菌したり送り出す水の量

　を計ったりします。

　　塾

　　1駄蜜

1各麓嬬へ
1』“鵬5所ア

②了水施設　水源地から送り出された水は送水管をと

　おって配水池へ入ります。

　配水池で貯えられた水はみなさんが水をつかうとき

　配水管をとおって各区域にくばられます。

㍉
亀

苦
し
い
水
道
事
業
の
経
営

　配丞．池＿
1　　』　　二

黙
韓

　
　
勲

錺．

・
畢

　
水
道
事
業
の
経
営
は
、
経
済

性
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
が
追

求
さ
れ
、
運
営
は
み
な
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
水
道
料
金
に
ょ

っ
て
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
は
新
規
の
拡
張
事
業
な

ど
を
行
な
う
と
き
に
は
建
設
資

金
を
長
期
の
借
入
れ
に
よ
っ
て

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
市
で
は
長
期
の
借
入
金

が
三
億
四
干
四
百
三
十
九
万
円

あ
り
償
還
利
息
の
支
払
い
は
年

間
二
千
二
百
二
十
一
万
円
に
も

達
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
件

費
や
修
繕
費
、
減
価
償
却
費
等

の
費
用
は
毎
年
二
十
％
以
上
も

上
昇
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
こ

　
一
　
　
　
．

、
寧　　　　　　　　　　箋　μ吐⊥コ

③給水　配水管からくばられた水は・給水管に入り

軒一軒に給水されます。

給水管にはメーターやバルブがついています。

轟安い水道の水ムゐδゐ6
ゐ

6　お使いいただく水道水は1㎡30円。

　　これを製造した原価は　　1㎡32円10銭です。
れ
に
反
し
て
、
収
益
の
面
で
は

年
間
十
％
前
後
の
伸
び
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
ろ
み
に
昭
和
四
十
六
年

度
の
決
算
の
給
水
原
価
（
一
立

方
材
の
飲
料
水
を
製
造
す
る
に

要
す
る
費
用
）
を
見
て
み
ま
す

と
三
十
二
円
十
銭
と
な
り
ま
す

　
そ
れ
を
現
在
単
価
三
十
円
で

給
水
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
経

営
は
苦
し
い
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
施
設
の
功
率
的
運

用
と
費
用
の
節
減
に
つ
と
め
、

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
お
い
し
い

水
を
た
っ
ぶ
り
と
送
り
つ
づ
け

る
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
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え
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か
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造
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買
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製
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ン
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．
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水のちしき

（
訟

を流れている水の速さが変ったとき、
チから赤い水や白い水が出ることがあ

？

水の味
見た目に綺麗なこと。温
度が15。c位で適度にミネ

ラルが含まれ、しかも有
機物が少いものがおいし
い水です。

赤い水、白い水

水道管を流れている水の
ジャグチから赤い水や白
ります。

赤い水は管の中のく水ア
カ〉が流れ出したもので

白い水は管に入った空気
がかきまわされて細かい
気泡になったためで、い
ずれも細菌などは含まれ

ておりません。赤い水も
臼い水も静かに放置して
おくと、もとの水にかえ
ります。

　
　
　
　
奪
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ことによって自分で簡単にじゃ口修理がで

きます◎このパルブを丙止水せんともよん

でいます。また元バルブ丙止水せんは新し

く工事を行なう場合や増設改造するとき、

取付が義務づけられましたが、今までの装

置をそのままつかっている家庭でこのバル

ブを希望する方は取付いたします。

　じや口のパツキンのコマを取リかえ

　る簡単なセットがあります

元バルブ丙止水せんを取りつけたとき、rI

分でじゃ口のパッキソの取りかえのできる

ようなセットを各指定工事店で販売してい

ますご利用ください。

　4月1日からみなさんの家庭の水道工事

の規則や基準が改正されました。いままで

とかわった主なものはつぎのとおりです。

◇一般家庭で止水や通水が自由にできる。

◇給水工事に工法上の制限ができ器具取扱
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改
も
水
法
え

　
　
　
　
　
　
工
増
庭

　
　
　
　
　
　
　
が

日
基
た
庭
事
店

　
　
　
　
　
　
　
事
ち

　
　
　
わ
般
水
工

　
　
　
　
　
　
　
い

このうち、家庭で自由に止水や通水ができ

る方法について説明しましょう。

自分で操作できる元パルブをつけましょう

あなたはじゃ口がこわれて水がとまらなく

なったらどうしますか。

いままでは業者や水道課に連絡して修理し

てもらいましたが、この元バルブをつける

445
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往民の声畜市政1て反映1山聞

市
民
参
加
の
都
市
づ

　
市
は
住
み
よ
い
豊
か
な
都
市
づ
く

り
を
め
ざ
ー
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

な
ま
の
声
を
市
長
が
直
接
聞
き
市
政

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
第
一
回
「
市
民

と
市
長
の
会
」
を
開
ぎ
杢
し
た
。

　
こ
と
し
は
お
も
に
山
間
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や

困
っ
て
い
る
問
題
な
ど
遠
慮
の
な
い

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

東
下
組
小
学
校
区
、
飛
渡
第
一
小
学

校
区
、
珠
川
地
区
の
三
会
場
で
開
き

ま
し
た
。

く
“
ノ

　
各
地
域
の
「
市
民
と
市
長
の
会
」

で
の
発
言
内
容
の
お
も
な
も
の
を
あ

げ
る
と
①
市
道
の
改
良
舗
装
工
事
の

促
進
②
過
疎
問
題
③
ポ
イ
山
の
改
善

④
県
道
の
無
雪
化
⑤
雪
上
車
の
維
持

管
理
費
な
ど
雪
道
っ
け
費
の
助
成
⑥

ほ
場
の
基
盤
整
備
及
び
農
道
の
整
備

⑦
消
防
団
員
の
退
職
金
（
十
五
年
未

満
）
に
つ
い
て
⑧
学
校
無
尺
化
と
学

校
給
食
⑨
苗
場
山
麓
の
開
発
問
題
⑩

農
免
道
路
⑪
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
の

建
設
⑫
へ
き
地
に
看
護
士
を
⑬
出
パ

タ
の
最
賃
制
な
ど
、
身
近
な
問
題
か

ら
地
域
全
体
の
大
き
な
問
題
ま
で
貴

重
な
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た

　
そ
の
な
か
で
、
市
長
は
冬
の
雪
道

つ
け
費
に
つ
い
て
、
助
成
す
る
こ
と

を
約
束
す
る
な
ど
実
現
可
能
な
も
の

は
早
速
実
施
に
う
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
年
次
を
必
要
と
す
る
も
の
は

計
画
的
に
進
め
て
い
く
ほ
か
、
他
の

機
関
に
関
連
す
る
も
の
は
、
他
の
機

関
に
連
絡
の
う
え
解
決
し
て
い
く
考

え
で
す
。

空
気
は
ま
だ
き
れ
い
だ
っ
た

　主婦100人が市政を勉強
　　　一一一市内施設めぐり

ことしは7月13日～図日の2日間下条と水沢地

区の主婦ゆQ人が参加し、バスで細尾ホップ園

や大黒沢団地、織物工業団地、市民会館、東小

建設現場、衛生センターなどを見学。最後に市

長を囲んで話し合いの機会をもちました。

　主婦たちは、台所に関係の深いごみ焼却場や

その他の施設を熱心に見学し、市長との話し合

いの場でも活発な意見要望が出されました。

大
気
汚
染
な
ど
実
態
調
査

　
市
環
境
開
発
課
で
は
去
る
七
月
十

七
日
、
十
八
日
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
、
県
公
害
規
制
課
、
お
よ
び
関
係

団
体
の
協
力
を
得
て
、
大
気
汚
染
実

態
調
査
を
も
っ
と
も
局
地
的
汚
染
度

が
高
く
、
か
つ
、
交
通
騒
音
が
や
か

ま
し
い
セ
ソ
タ
ー
ク
・
ス
付
近
で
行

な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

ω
一
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
は
、
環
境

　
基
準
を
は
る
か
に
下
回
り
、
現
状

　
で
は
人
体
の
影
響
な
ど
の
心
配
の

　
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

　
な
り
ま
し
た
。

③
騒
音
に
つ
い
て
は
、
昼
間
七
十
ニ

　
ホ
ソ
（
基
準
六
十
五
）
、
夜
間
は

　
五
十
九
ホ
ソ
（
基
準
五
十
五
）
と

　
な
っ
て
お
り
、
環
境
基
準
を
若
干

ク
ロ
ス
交
差
点
内
交
通
台
数
は
一

万
七
千
四
百
台
（
午
前
七
時
～
午

後
八
時
ま
で
）
に
の
ぽ
り
ま
し

た
。
市
で
は
今
後
も
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
交
通

騒
音
、
工
場
の
ば
い
煙
な
ど
実
態

調
査
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夜

　
間
自
動
車
等
が
通
ら
な
い
時
間
帯

　
は
極
め
て
静
か
で
あ
る
こ
と
が
明

　
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

㈹
交
通
量
に
つ
い
て
は
、
セ
ソ
タ
i

センタークロス付近の大気汚染調査

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
八
年
度
に
採
用
す
る
本

市
事
務
職
員
、
土
木
、
公
害
防
止
関

係
の
技
術
職
員
の
採
用
試
験
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

　
受
付
期
問

　
昭
和
四
十
七
年
九
月
八
日
～
九
月

二
十
二
日

　
提
出
書
類

①
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
く
用
紙

は
市
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）
②
最
終

学
校
の
成
績
証
明
書
（
三
月
卒
業
見

込
み
の
者
は
そ
の
証
す
る
書
類
）
を

添
え
て
職
業
安
定
所
ま
た
は
市
総
務

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
験
資
格

事
務
職
員
　
①
大
学
卒
（
男
）
　
（
来

年
三
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
以
下

②
③
も
同
じ
）
昭
和
二
十
二
年
四
月

二
日
以
降
の
出
生
者
②
高
校
卒
（
男

女
）
は
昭
和
二
十
で
年
四
月
二
日
以

降
の
出
生
者

技
術
職
員
　
③
土
木
関
係
及
び
公
害

防
止
関
係
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
二

日
以
降
出
生
の
男
子
（
高
校
以
上
の

卒
業
者
）
で
専
門
課
程
を
修
了
し
た

者　
採
用
人
員
　
若
干
名

　
試
験
期
日

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
八
日
市
役
所

で
行
な
い
ま
す
。

（
時
間
は
申
し
込
み
者
に
別
途
通
知

し
ま
す
）

　
第
一
次
試
験
は
国
語
、
数
学
、
社

会
、
作
文
の
筆
記
試
験
を
行
な
い
、

二
次
試
験
は
十
月
下
旬
市
役
所
で
第

一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
口
述
試

験
と
身
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
市
総
務
課
（
電

話
七
－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

タ
イ
ビ
ス
ト
な
ど
募
集

　
昭
和
四
十
七
年
九
月
採
用
予
定
の

職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

　
職
種
と
人
員
①
土
木
技
術
職
員
二

名
程
度
②
タ
イ
ピ
ス
ト
一
名
③
火
葬

場
勤
務
職
員
一
名

　
応
募
資
格

①
土
木
技
術
職
員
　
昭
和
十
六
年
九

月
二
日
以
降
出
生
の
男
子
（
高
校

以
上
の
卒
業
者
）
で
専
門
課
程
を
修

了
し
た
も
の
ま
た
は
測
量
士
補
以
上

の
資
格
を
有
す
る
者

②
タ
イ
ピ
ス
ト
　
昭
和
二
十
二
年
九

月
二
日
以
降
出
生
の
女
子
で
和
文
タ

イ
ピ
ス
ト
検
定
試
験
三
級
以
上
の
合

格
者
③
火
葬
場
勤
務
職
員
　
大
正
十
一
年

九
月
一
日
か
ら
昭
和
七
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
出
生
の
男
子
で
自
宅
か

ら
通
勤
し
電
話
の
あ
る
方

　
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
七
年
八
月
十
六
日
～
四

十
七
年
八
月
二
十
三
日
ま
で

　
提
出
書
類

①
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
①
②

の
用
紙
は
市
総
務
課
）
②
身
体
検

査
書
③
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

（
火
葬
場
勤
務
職
員
は
除
く
）
④
和

文
タ
イ
ピ
ス
ト
検
定
合
格
証
（
タ
イ

ピ
ス
ト
の
み
）
を
添
え
て
職
業
安
定

所
ま
た
は
市
総
務
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
試
験
期
日

　
昭
和
四
十
七
年
八
月
二
十
六
日
午

後
一
時
三
十
分
（
受
付
は
一
時
二
十

分
ま
で
）
市
役
所
で
行
な
い
ま
す
。

試
験
方
法
　
①
土
木
技
術
職
員
は
教

養
試
験
（
国
語
、
社
会
、
数
学
）
口

述
試
験
、
身
体
検
査
、
身
上
調
査
を

行
な
い
ま
す
。
②
タ
イ
ピ
ス
ト
は
①

の
う
ち
教
養
試
験
の
数
学
が
除
か
れ

実
技
試
験
が
加
え
ら
れ
ま
す
。
③
火

葬
場
勤
務
職
員
は
①
の
う
ち
教
養
試

験
が
除
か
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
市
総
務
課
（
電

話
七
i
三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

6鱒禰謁繭ぞ…
　　市民相談係でまとめた7月分市民相談の受付

　件数は苦情5件、意見要望3件、問い合わせ3

　件、相談14件でした。

　　市政に対する意見、要望、その他の相談は市

　役所正面から入って左側の市民相談係をご利用，

　ください。電話7－3m番（内線216）

施
設
め
ぐ
り
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
ロ
　
タ
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
内
岩
野
）

　
私
は
七
月
十
三
口
、
四
十
五
名
の
主
婦

の
人
達
と
一
緒
に
市
役
所
差
し
ま
わ
し
の

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

　
バ
ス
は
細
尾
ホ
ッ
プ
園
や
ゴ
ル
フ
場
等

を
ま
わ
る
と
広
々
と
し
た
畑
地
、
す
ん
だ

空
気
、
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
目
に
し
み

る
よ
う
な
緑
、
な
ん
と
な
く
安
心
感
に
包
ま
れ
平
和
な
気
持
に
な
っ

た
。
午
後
は
現
実
の
世
界
に
引
き
戻
さ
れ
、
一
番
主
婦
の
理
解
と
協

力
を
求
め
ら
れ
る
べ
く
衛
生
セ
ソ
タ
ー
ヘ
。
終
日
鼻
を
つ
く
悪
臭
の

中
の
作
業
は
大
変
ご
苦
労
様
の
こ
と
と
思
っ
た
。
最
後
の
市
長
さ

ん
を
か
こ
ん
で
の
懇
談
は
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
出
来
る
こ
と
な
ら
、
多
く
の
人
達
か
ら
認
識
い
た
だ
く
意
味
で
毎

年
実
施
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
カ

　
三
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
事
業
所

統
計
調
査
を
九
月
一
日
現
在
で
行
な

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
事
業
所
の
国

勢
調
査
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　
市
で
は
つ
ぎ
の
八
十
人
の
調
査
員

が
み
な
さ
ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
業
所
続
計
調
査
員
氏
名

　
藤
巻
亮
　
樋
熊
忠
一
　
田
村
文
吉

久
保
田
二
郎
　
大
津
仁
　
小
泉
丑
松

池
田
伊
勢
松
　
村
山
悦
司
　
水
落
武

水
落
昭
松
樋
旦
口
空
　
池
田
栄

宮
沢
竹
利
　
関
口
美
影
　
関
口
英
夫

小
宮
山
正
己
　
田
村
孝
次
郎
　
田
村

喜
作
　
滝
沢
文
吉
　
高
橋
米
蔵
　
高

橋
ヒ
サ
小
海
英
郎
栗
林
鎌
一

西
野
繁
樋
口
彰
南
雲
幸
一
　
柳

初
男
　
上
村
良
一
　
福
崎
仁
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
’
　
　
ま

小
宮
山
慶
一
　
内
藤
喜
一
郎
　
樋
熊

茂
夫
庭
野
栄
松
根
津
哲
夫
春

日
宏
一
郎
中
林
順
治
徳
永
泰
三

矢
口
辰
幸
小
杉
広
作
小
杉
邦
子

尾
身
正
作
　
須
藤
彦
四
郎
　
福
崎
正

幸
　
宮
沢
長
松
　
上
村
松
雄
　
飯
塚

重
芳
福
島
正
幸
富
井
一
男
上

村
巌
　
小
川
徳
久
　
樋
口
一
男
　
小

海
義
輝
　
小
川
修
平
　
阿
部
六
太
郎

田
口
勝
　
阿
部
国
治
村
山
義
政

田
川
正
三
　
酒
非
一
郎
　
保
坂
久
一

吉
田
房
吉
　
庭
山
広
和
島
田
弘

小
杉
茂
　
樋
口
久
一
　
小
林
鉄
雄

関
照
雄
　
池
田
一
雄
　
樋
熊
久
雄

山
口
新
一
　
小
川
貫
吉
高
橋
茂

樋
熊
幸
治
　
草
問
金
次
郎
　
庭
野
栄

作
　
丸
山
実
　
村
山
実
　
高
橋
秀
雄

保
坂
巌
　
岡
村
建
治
（
順
不
同
）

を
碁
雪
｝

　
　
　
　
　
ざ
｝
妬
　
　
き

　
　
　
　
！
■

一446一
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　　　こんな不満をもっかた

　　　検察審査会にご相談を

詐欺、おどし、交通事故など犯罪の被害にあ

って、警察や検察庁に訴えたが、検察官が‘その

事件を裁判にかけてくれない。一こんな不満

をもっているかたはいませんか。

そういうかたはそのまま泣き寝入りしないで

検察審査会にご相談ください。

犯
罪
の
発
生

被
害
者

警察 検察庁起訴　裁判所

不

起

　　　　豚
器邸ぐご一

　　　申

風
相
当

出品料　各部とも1点　300円

搬入10月7日（土）午後8時までに市公

民館まで持参してください。

くわしいことは、市公民館（電話7－5011番）

へお問い合わせください。

立　検察審査会

桐屋織物㈱　10万円（香典返し）5万円（十日

　　　　町小教材費として）

春日市長　3，000円（愛育会十日町支部講演謝

　　　礼）5，000円（吉田小P　TA講演謝

　　　礼）
湯川一布（関根）　5，000円（香典返し）

池田ヨリ（四日町1）　5，000円

藤木秀三（中条旭町）2万円（香典返し）

　　戦没者の父母等に対する特別給

　　付金の請求は9月30日までに

戦没者の死亡当時戦没者以外に子も孫もなか

った父母または祖父母に支給される特別給付金

の支給要件がっぎのように改正されました。

1戦没者の死亡前に戦没者以外の子が結婚し、

戦没者に子がなかった場合（戦没者以外の子

が離婚等により姓を同じくした場合を除く）

2昭和44年ゆ月1日現在において戦没者の死亡

に関し公務扶助料及び遺族年金等の受給権を

有しているもの。

以上に該当すると思われる遺族の方は9月30日

までに市社会福祉事務所へご相談ください。

　
　
　
　
　
　
市
報
と
お
か

　
・
　
　
　
ま
ち
は
み
な

毒
趣
雛

喰
5
騨
篶

　
　
　
　
　
　
建
設
的
な
意

　
　
　
　
　
　
見
や
要
望
、

　
　
　
　
　
　
地
域
の
明
る

6
議
舘

盤
彦
肺
離
餓

　
　
　
　
　
　
広
報
係
電
話

一　　
　
　
　
　
七
－
三
二
一
番

　
　
　
　
　
　
へ
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
穣
手
艇
ハ
ガ

　
　
　
　
　
　
キ
、
電
話
で

　
醗
　
　
　
も
ド
シ
ド
シ

　
　
　
　
　
　
お
寄
せ
く
だ

　
　
　
　
　
　
さ
い
。

　　奥さんトクをしませんか

　　　　国民年金加入のおすすめ

サラリーマンの奥さん、国民年金に加入しま

せんか。これに加入して保険料をおさめた期間

が1年以上あれば、その期間に応じて65才から

老令年金が支給されます。

また、万一ご主人が亡くなられた場合、旧才

未満のこどもがいると母子年金を、さらに不幸

にして奥さんご自身が病気やケガで障害者にな

ったときは障害年金が貰えるなど大変お得で

す。なお保険料は1ヵ月550円です。加入希望

者は市役所国民年金係（電話7－3川番）へお

申し込みください。

　第32回国際サロン展く十日町会場展＞

　　　　　のお誘い
十日町写友会（代表湯沢喜一）は市公民館と

共催で国際写真サロソ展をっぎのとおり開きま

す。会場は全国及び海外38力国179点の優秀作

品を展示しますのでご観覧ください。

入場は無料です。

期日　9月6日（水）～9月9日（土）午前

　10時から午後a時（9日は午後5時まで）

会場市民会館

8月20日　富田医院電話2－3269番

8月27日　庭野医院　電話2－27日番

　松崎さんが郵便貯金婦人モニターに

松崎房子（市内丸山町）さんは、このほど郵

政省から郵便貯金婦人モニターに委嘱され、

今後郵便のマーケットリーダーとして活躍願う

ことになりました。　（十日町郵便局）

灘　　美術展
　　　～書道20点絵画20点彫刻6点～

　　日時　8月25日～27日午前9時～8時30分

　　場所　市民会館ホワイヱ

　　主催　十目町市公民館

　　　　蘭美会同人
　　　　十日町美術協会

　
こ
れ
を
機
会
に
、
今
後
は
グ
ル
ー

プ
展
、
個
展
へ
と
技
術
向
上
プ
ラ
ス

多
面
的
活
動
な
ど
の
発
表
の
機
会
を

つ
く
る
よ
う
会
員
ど
う
し
で
努
力
と

協
力
を
誓
い
あ
っ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
の
目
標
は
、
ま
ず
勉
強
し
、
同

時
に
若
手
新
人
の
養
成
を
は
か
り
、

セ
ン
ス
の
良
し
あ
し
に
よ
っ
て
は
上

級
ク
ラ
ブ
ヘ
の
橋
渡
し
な
ど
を
や
っ

た臣少っつ長のさ四
。賞年てづの協ん十わ

騰

市、．第，諜雛罵撃。月，、，か．鱗

3日間、市公民館（市民会館内）で開きますの鰹

で、作品をつぎのとおり募集します。

作品第1部日本画（額ぶち付き）第2部

洋画（、8号以上、額ぶち付き）第3部新しい

美術（常識以上の大きさをこえないこと）

第4部　彫塑（常識以上の大きさをこえないこ

と）第5部　書道（全紙％つぎ以内、枠張り表

装、下記釈文票添付のこと）第6部　写真（半

切以上、台紙又はパネル張り、組写真可）

　昭和48年度採用新潟県男子警察官募集

申込期日　9月25日まで

受験資格　昭和20年4月2日から昭和30年4月

1日までに生まれた男子。くわしいことは十日

町警察署（電話2－3171番）もしくはもよりの

駐在所にお問い合わせください。

労
働
大
臣
賞
に
輝
く

猫
無霧

写
真
ク
ラ
プ

だ
し
た
ち
写
真
ク
ラ
ブ
は
昭
和
　
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
年
結
成
。
前
館
長
根
津
清
治
　
　
新
会
員
募
集
「
特
に
初
心
者
大
歓

『
や
湯
沢
喜
一
さ
ん
太
田
学
君
ら
　
迎
」
申
し
込
み
は
ホ
！
ム
事
務
室
へ

芳
に
よ
り
、
現
在
樋
口
雅
春
部
　
　
　
　
　
　
文
・
村
　
山
　
峰
　
雄

も
と
で
男
女
十
二
名
が
活
動
を

け
て
い
ま
す
。
努
力
の
か
い
あ

・
か
去
る
七
月
十
五
日
「
勤
労
青

ゐ
日
」
の
全
国
大
会
で
労
働
大

ハ
を
授
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
（
答
）
上
越
舗
道
の
舗
装
ブ
ラ
ソ
ト

　
　
上
越
舗
道
プ
ラ
ン
ト
の
　
　
　
　
公
害
に
つ
い
て
は
、
地
域
関
係
住
民

　
　
公
害
対
策
は
　
　
　
　
　
　
　
　
多
数
か
ら
公
害
申
し
立
て
が
あ
り
ま

（
問
）
昨
年
上
越
舗
道
の
プ
ラ
ン
ト
　
し
た
が
、
そ
の
後
住
民
の
方
々
と
業

漏
　
十
日
町
市
民
合
唱
団

7
劔
　
吉
町
市
民
合
唱
団

凸
　
　
　
　
　
（
代
表
上
野
敏
以
下
三

　
　
　
　
　
十
名
）
は
昭
和
四
十
二

年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
堅
実
な
歩

み
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
毎
週
水
曜

日
の
夜
七
時
か
ら
公
民
館
で
熱
心
に

練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
春
に
は
県
合
唱
祭
に
出
演
し

秋
に
は
定
期
発
表
会
を
行
な
っ
て
市

民
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
年

の
中
心
曲
は
高
田
三
郎
作
曲
「
水
の

い
の
ち
」
。
入
団
を
呼
び
か
け
て
い

す
。
指
揮
は
吉
野
安
』
氏
ほ
か
。

り

葉まわが家のスタミナ料理
ねず
ぎ豚　　主婦森本スミヱ（昭和町三）
は肉

　
新
鮮
で
豊
富
な
夏
野

菜
を
つ
か
っ
て
炎
暑
に

負
け
な
い
お
い
し
い
ス

タ
、
・
・
ナ
料
理
二
つ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

一
、
材
料
は
豚
肉
、
葉

ね
ぎ
、
な
す
、
ゴ
ボ
ウ

玉
子
、
シ
貝
ウ
ガ
少
々

を
適
当
な
大
き
さ
に
切

四
弗
ぐ
ら
い
の
ざ
く
切

虚

賢

公
害
植
つ
い
て
対
策
を
要
望
し
ま
し

た
が
そ
の
後
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
而
住
民
）

者
の
間
に
協
定
が
結
ば
れ
、
ま
た
業

者
側
も
誠
意
を
も
っ
て
防
止
施
設
を

設
置
し
た
た
め
、
先
日
の
県
公
害
規

制
課
の
測
定
検
査
結
果
は
規
制
基
準

の
半
分
程
度
に
な
り
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
近
く
県
係
員
と
と
も
に
住
民
と

業
者
に
説
明
会
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
環
境
開
発
課
）

市では福祉資金として現在母子（寡婦）世帯

を対象とする母子（寡婦）資金と低所得者を対

象とする世帯更生資金の貸付を行なっています

が、これらの資金がこのほど右表のとおり改正

されましたのでお知らせします。これらの資金

は限度額は少ないのですが利息が安く（年3％

～無利息）返済期間が長い（資金により異なる

が最高3年～10年）また結婚、出産、療養、住

宅（新築除く）教育、技能、生活、支度（就学

就職）葬祭など広範囲にわたっています。くわ

しいことは地区民生委員もしくは市社会福祉事

務所（電話7－3U　l番）へお間い合わせくださ

いo

世帯更生資金
資金の種類 貸　付　限　度　額　喋位剛 央ご3ζり貝いわv刀

　　　　ミニ消費者ガイド
　　　牛肉の部位別の等綴特質おもな調理

更生資金 生業費　200，000（400，000）

支度費　　30，000
技能習得費　月額3，000

生活資金 月額　11，000
耕　巳 ソ別 使　用　L　の　特　質 おもな調環

福祉資金 50，000 名　　楠

住宅資金 300，000 特
選
肉

師ロース
ヒ　　　　レ

背・一ス

や一）らかさと風味が持に”くれ
ている。肉そのものを味わう糾
理用として最高級

ステーキらロー
スト。すき焼き、

・9一焼き
修学資金 高等学校　3，000（4，000）

大　　学　7，0CO（9，500）

支度費30，000
鱒〔

卜
肉

　7
f　5・　9，

詩選肉よりやや固いか嵐味1よそ
れ，まとλかない．肉そのものを
味わう料理用としてかなりL等

スr一キ魯ロー
スト、コールド
ピーP．9’ツレ
ッ　　轟込み

療養資金 100，000（150，000）

L
肉

　　，
4、　　も
肩　　1匂

やや固いものもあるび）て」箒理に
よ・ぺ太かくし．おいしく味’》
けするような料理に遭している

雁込み．ひき肉
部はすき焼き災害援護資金 150，000

母子（寡婦）福祉資金 中
肉

フリスケ かな1，かたく，肉片も薄く小さ
い。調岬．加工にに・ておいし
く味つけ」｛，とよい。

煮込み，ツき肉

事業開始資金 400，0QO

事業継続資金 200，000 並
肉
ナね肉
く　ひ肉

だいふかたい．特殊な料現やや
オ）らかく調埋して食へ6． 点込7ムスーブ

技能習得資金一 月額　3，000
’豚肉の部位別の等級特質おもな隅理

就職支度資金 30，000

療養資金 100，0CO（150，000） 等級 離　　　1
名　　称

使　用　上　の　特　質 おもな凋岬

住宅資金 300，000

極
L

ヒ　　　レ

費ロース

やわらかで風味がすぐれている

から肉そのものを味わう調現用

として敏高級

プノ／レーヘ　ソ∫

転宅資金 18，000

修学資金
　　（月額）

高校3，000（4，000）
高専3，500～4，000（4，500～7，500）
短大6，000－71000（8，000～9，500）
，大学6，000～8・000（8・000♪・11・000）

但し公立　私立によって異ります

ヒ
肉

壕iI・曹一ス

‘も6り．

鱈d肉kりやや1A1いが．壌味の
・’軌てはそれほど考かない。肉そ　＿
のものを味’）う」剛埋用としてか
なり．L等

”　『レヘ　ソr

　焼き肉，煮
込み

III

肉

もも中肉
やや固く，脂肪1武も1・そろいな

のて，凋埋によ・て味をよくして
使うとよい。

煮込ヘドき内

　　　∂酷腺
修学支度資金 高校、高専　15，000～20，000

大　　学　20，000～30，000
但し自宅通学か、いなかで異ります

並
層　　肉

　　ノ

め、肉と脂肪の割合がまちまちて

利用1ムもう己『てない9特質をつ

かんて使う。

渚遷み、uき肉
’、一　』　／修業資金 月額　3，000

結婚資金 50，000
1旬　　ノ

母子（寡婦）福祉資金

り
に
し
、
ゴ
ボ
ウ
は
さ
か
が
き
に
し

て
し
ぶ
ぬ
き
を
す
る
。
ナ
ス
は
二
つ

割
に
し
縦
長
に
薄
切
り
に
す
る
。
熱

し
た
フ
ラ
イ
バ
ン
に
油
を
入
れ
豚

肉
、
ゴ
ボ
ウ
、
ナ
ス
を
妙
め
る
。
つ

ぎ
に
ね
ぎ
も
入
れ
化
学
調
味
料
、
酒

少
々
砂
糖
少
々
、
し
ょ
う
ゆ
を
入
れ

味
を
と
と
の
え
て
玉
子
を
割
り
ほ
ぐ

し
て
か
け
る
。
ふ
た
を
し
て
火
を
弱

め
三
～
四
分
し
て
か
ら
盛
り
分
け
し

お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
を
そ
え
る
。
酒
の

肴
、
ご
飯
の
友
に
よ
く
、
新
ゴ
ボ
ウ

の
か
お
り
と
葉
ね
ぎ
の
青
が
食
欲
を

臥
識
羅
”　

義
餉
灘

メの
ド
轍
蘂
珊
蕪
讐

も
忽
緯
麟
犠

　
、
　
　
　
　
も
　
　
響
糾
　
そ
を
箸
　
り
％
さ
毒

㌧
者
齢
田
篇
脚
魏
灘
聯

買
費
讐
欝
叢
欝

の
消
響
鎌
灘
蟷
鰍

ま
誌
戴
難
講

さ
欝
樗
4
．
畷
、
弓
も
肉
解

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

奥
　
　
　
　
　
　
μ
名
　
師
ヒ
背
　
　
弓
　
　
f
　
　
、
も
一
桐
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
耕
　
特
選
肉
　
極
卜
肉
　
L
　
肉
　
中
　
肉

’豚肉の部位別の等級特質おもな隅理

イントです。今月は肉
についてご説明しまし

よフo

曼
㌣

託，隷㍉。
　恥ま　　ハラ　　膚肉

そ
そ
る
。

二
、
材
料
は
玉
ネ
ギ
、
ナ
ス
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ハ
ム
、
チ
ー
ズ
。
玉
ね
ぎ
は

丸
の
ま
ま
輪
切
り
し
、
ナ
ス
は
縦
四

つ
割
り
に
し
ハ
ム
で
巻
き
、
よ
う
じ

で
止
め
る
、
カ
ボ
チ
ャ
は
厚
さ
二
膨

ぐ
ら
い
の
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
、

切
り
肉
を
入
れ
、
そ
の
間
に
チ
ー
ズ

を
薄
く
切
っ
た
も
の
を
は
さ
む
。
そ

れ
ぞ
れ
フ
ラ
イ
を
揚
げ
る
要
領
で
と

と
の
え
油
で
あ
げ
る
。
あ
つ
い
う
ち

に
い
た
だ
く
カ
ボ
チ
ャ
と
チ
ー
ズ
の

と
ろ
け
る
よ
う
な
味
は
最
高
で
す
。

一447一


